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資料４

【講演２】

岡山県医療勤務環境改善支援センター設置の経緯

２０１４年６月・第６次医療法改正

〇 医療従事者の勤務環境改善の努力義務

〇 医療機関の管理者が講ずべき措置の「指針」の策定

（医療勤務環境改善マネジメントシステム）

〇 医療勤務環境改善支援センターの設置

２０１５年１月～岡山県勤改センター活動開始

＜運営協議会構成団体＞

医師会、病院協会、看護協会、社会保険労務士会

医業経営コンサルタント協会、岡山県、岡山労働局
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岡山県医療勤務環境改善支援センターの体制

岡山県医療勤務環境
改善支援センター事業
受託・岡山県医師会
★ハブ機能の役割
＜運営協議会＞

医師会、病院協会、看護
協会、社会保険労務士会、
医業経営コンサルタント協
会、岡山県、岡山労働局

医療労務管理支援事業
受託・社会保険労務士会
★具体的支援の役割
岡山県医療勤務環境
改善支援センター
＜労務管理分室＞
医療労務管理

アドバイザー・相談員
２０名

岡山県 岡山労働局

運営協議会
実務者会議

★
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岡山県医療勤務環境改善支援センターの活動紹介

＜主な活動内容＞

１．周知・広報活動

２．調査・情報収集活動

３．継続的な勤務環境改善の取り組みへの支援

４．勤務環境改善に関する研修会の実施

５．訪問および電話による無料相談

６．職場研修への講師派遣

７．地域医療支援センターやナースセンターとの連携

※ 医療機関への支援は、職場アンケート等の調査結果の
集計・分析以外は、すべて無料です。
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周知・広報活動

〇 PRチラシやパンフレットを発行し、全医療機関へ配布。

〇 全医療機関への戸別訪問を実施し、資料を直接渡して
事業内容や勤務環境改善マネジメントシステムを説明。
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調査・情報収集活動

〇 医療勤務環境改善に関する

医療機関管理者（院長）意識調査
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調査・情報収集活動

〇 勤務環境に関するアンケート調査
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継続的な勤務環境改善の取り組みへの支援

〇 アクションプランを作成し、定期的にWLB推進ワーク
ショップを実施。

〇 WLBインデックス調査を活用して、効果的なフィード

バックを実施。取り組みやすい調査方法も用意。

※ 調査結果の集計と分析は有料となります。
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継続的な勤務環境改善の取り組みへの支援

〇 月に１回程度推進委員会を実施。

〇 年間目標とアクションプランを作成し、PDCAで進捗状
況を検討するとともに、毎年職場アンケートを行い、
フィードバックを実施。

〇 「人間関係の改善」をテーマに約３年間取り組み、離職
率が半減。
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勤務環境改善に関する研修会の実施

〇 年３回、勤改センター講習会を実施。
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勤務環境改善に関する研修会の実施

〇 年１回、医療分野における「雇用の質」向上のための研
修会を実施。

〇 特別講演と現場解決力向上に役立つグループワーク

10

訪問および電話による無料相談

〇 勤改センターが、医療機関からの申し出を受けて、医
療労務管理アドバイザー（社会保険労務士）または医業
経営アドバイザー（医業経営コンサルタント）への支援を
依頼し、ハブ機能の役割を担っている。

〇 最近では、「働き方改革関連法」「医師の働き方改革」
「同一労働同一賃金」などに関するご相談が増えている。
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職場研修への講師派遣

＜研修メニュー＞ ・働き方改革 ・ワークルール

・フィッシュー哲学 ・ソーシャルスタイル ・レジリエンス

・アンガーマネジメント ・メンタルヘルス ・ハラスメント
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地域医療支援センターやナースセンターとの連携

〇 地域医療支援センターが実施する医療機関へのヒアリ
ング調査にナースセンターとともに同行し、勤改センター
の周知・広報や労務相談などを実施。
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働き方改革推進に係る特別償却制度

※ 「医師等勤務時間短縮計画」の策定と勤改センターの助言・確認が条件となります。
※ 詳細は、勤改センターへお気軽にお問い合せください。

※ 電子カルテのバージョンアップやレセコン、CT等も対象となります。
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ご清聴ありがとうございました。

〇 勤務環境の改善に組織的・継続的に取り組むことで、

経営者・管理者の取組姿勢が職員に伝わり、人材の定

着と確保によい影響を与えることが出来ます。

〇 まずは、出来そうなところから始めてみてはいかがで

しょうか。そのためには、現場の声に耳を傾けること、組

織全体で知恵を出し合える仕組みと雰囲気を作ることが

ポイントです。
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